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市民の皆さんの
意見を反映する

条例や市の重要な計画などを
素案の段階で市民に公表し
て意見を求め、提出された
内容を考慮して決定
を行う制度です

パブリックコメント

計画期間　平成 30年度～ 39年度

第3次名張市農業マスタープラン 素案

　近年、農業・農村における高齢化や人口減
少が進み、生産力や農村活力が低下しつつあ
ります。また、国が平成 30年産米から米政策
を見直すことへの対応も迫られています。
　市の農業・農村の持続的な発展に向けて、
名張市の特色をいかした農業・農村の新たな
価値の創造を基本理念に、「多彩な担い手の活
躍」「価値の高い農産物づくり」「市民との交流、
他分野との連携」を目指して、この計画を取
りまとめました。

《ご意見の提出方法》

意見募集期間

 農林資源室   63‐7625
 nourin@city.nabari.mie.jp

　市では今回 4つの計画の素案に対する皆
さんのご意見を募集しています。「○○○（素
案）に関する意見」と記入し、素案に対する
意見、氏名、住所、電話番号を書いて次のい
ずれかの方法で送付してください。

◆電子メール ◆ファクス（64‐2560）◆郵便（〒
518‐0492 鴻之台 1‐1）　◆直接持参 
※素案は、市ホームページ、または、市民センター、
市役所１階案内、各担当室、２階秘書広報室でご覧
いただけます。

計画期間　平成 30年度～ 34年度

第三次名張市子ども読書活動推進計画 素案

　子どもたちが読書をすることで、言葉を学
び、感性を磨き、想像力を豊かにするなど、
人生をより深く生きる力を身に付けることに
つながります。
　市では、県に先駆けて平成 15年に名張市子
ども読書活動推進計画を、平成 25年には第二
次計画を策定し、学校図書館充実事業を実施
するなど計画を進めてきました。
　読書に興味・関心を深める子どもを育成す
ることを目指し、この計画を策定します。

計画期間　平成 30年度～ 32年度

ばりっ子すくすく計画（第4次） 素案

　核家族化、家庭での教育力の低下、地域のつ
ながりの希薄化など、子どもを取り巻く環境は、
時代とともに変化しています。また、児童虐待
通告・不登校が増え、子どもの健全な育ちを守
るための取組の重要性が高まっています。
　子どもたちが「安心して生きる」「家庭や学
校などで一人の人間としてよりよく育つ」「健
やかな育ちが守られる」「自ら社会に参加する」
ために、学校等、市、地域、保護者、事業者
の行動計画および指針を定めています。

計画期間　平成 30年度～ 32年度

名張市高齢者保健福祉計画（第7次改訂）
・介護保険事業計画（第6次改訂） 素案

　前計画の計画期間満了に伴い、介護保険制度
の改正を踏まえつつ、高齢者の自立した生活を
支援するため、本計画を策定します。
　「まちじゅう　つながる　ささえあう　～い
つまでも、いきいきと、自分らしく暮らせる
地域共生社会の実現を目指して～」を基本理
念として、誰もが支え合い、住民一人ひとり
の暮らしと生きがい、地域をともに創ってい
く「地域共生社会」を目指します。

素案に対する皆さんのご意見をお寄せください
5　2017年（平成 29年）11月 25日号

 図書館   63‐3260　
 toshokan@nabari-library.jp

 子ども家庭室   63‐7594
 kodomokatei@city.nabari.mie.jp

11 月 20日月～

 介護・高齢支援室   63‐7599
 kaigo@city.nabari.mie.jp

12 月 19日火

名張市の特色をいかした農業・農村の新たな価値創造

市民と交流し、他分野と連携する”なばり農業”

価値の高い農産物づくりをめざす”なばり農業”

多彩な担い手が活躍する”なばり農業”

1．健康寿命の延伸
2．要介護となった高齢者の自立と尊厳を
　  支えるケアの推進
3．認知症ケアの推進
4．在宅医療の充実と在宅医療・介護連携の推進
5．日常生活を支援する体制の整備

5 つの基本目標

子どもの居場所づくりの推進

今回の改訂で新しく追加された項目

支援を必要とする家庭に育つ子どもやその世
帯は複合的な課題を抱えていることが多い
中、地域やまちの保健室と連携を図りながら
早期発見・早期解決のために子どもの居場所
の確保に努めることを盛り込んでいます。

家庭、保育所（園）
認定こども園、幼稚園など

小・中学校 市立図書館

読書活動の推進

～子どもの健全育成に
　関する基本計画～

＜目指す将来像＞

＜基本理念＞
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10‐2号掲載「まちじゅう元気！イクボス宣言」について　▼これからは、もっともっと女性の社会参加が必要になってくるはずです。そのためにも男性
の生活支援が必要になると思います。▼イクボスの活動が掛け声だけでなく、実効性のあるものとなっていくことを期待します。 読者の声

広報メールサポーターから…


